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円C の中心は、2点 1,1  の垂直二等分線上にあるから、虚数軸上にある。 

qを実数として、円C の中心を qiとおく。 

このとき、 qiqi  1 より 
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 は実数ではなく、 0 であるから 
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①より 22
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したがって、C は


1
 も通ることが示された。(証明終) 


